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会員の活動報告
（昭和57年10月～昭和58年12月）
伊藤誠宏
サン・マルタン運河界隈（「関大」第323号，昭和58年 8月）
小川雅也
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翻訳：アルベール・レヴィ「フランスから見た日本の部落問題」（『世界の反差別
運動と部落解放運動』（反差別国際会議実行委員会，昭和57年12月）
翻訳：ミリアム。シュライバー「少数者の問題ー一部落差別の実態について」
（『部落解放』，第198号〔解放出版社〕，昭和58年 6月）
講演：「フランス文学における人間の生き方一ーエンマとムルソーの場合」（兵庫
県但馬市民自由大学〔豊岡市〕，昭和58年12月）
クラプ・サークル活動から見た学生像 （『葦』第66号（関西大学教育後援会），
昭和58年12月）
加藤美雄
アグリッパ・ドービニェの人間像と詩篇『春』の成立 (4)(「文学論集」第32巻第
2号，昭和57年12月）
アグリッパ・ドービニェ：「春」の翻訳（つづき）（「流域」 10号〔Arriere-
saison, 1982〕， 青山社，昭和57年1月）
アグリッパ・ドービニェ：「春」の翻訳（つづき）（「流域」 1号 (Printemps,
1983〕，青山社，昭和58年 5月）
アグリッパ・ドービニェ：「春」の翻訳（つづき）（「流域」 12号〔Ete,1983〕，
青山社，昭和58年9月）
「オーレリア」の夢とネルヴァルの変貌（「文学論集」第33号第 1号，昭和58年1
月）
神垣享介
アルベール・カミュの作品における「忘却」について（「千里山文学論集」第28号，
昭和58年3月）
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川神博弘
フランス現代文学に見る「不条理」の実体（『文学論集』第32号巻第4号，昭和58
年3月）
田中寛一
「知の考古学」における機械性について
（日本フランス語フランス文学会春季大会口頭発表，昭和58年5月）
田中良
Proustの部屋と階段をめぐって（「仏語仏文学」 13号，昭和58年2月）
津川廣行
ジイドの作品における「因果関係」一ーソチ，レシ，ロマンをめぐって一一
（「リュテス」第14号，昭年57年12月）
「地の糧」における「列挙」の問題一~そのテーマと対象について一ー（関西大
学仏文学会口頭発表，昭和58年12月）
仲井秀昭
ビュトー）レの作品における「死」（「千里山文学論集」第27号，昭和57年12月）
「咽吐」をめぐる小説技法の問題ー一その日記体の矛盾ー一（日本フランス語フラ
ンス文学会関西支部会口頭発表，昭年58年1月）
平田重和
カミュの募と）レールマランの思い出（「流域」，昭和57年IO月）
限られた時間，集中してやろう（「葦」 No.65.,昭和58年7月）
本田忠雄
Marie de FRANCE における付加形容詞の位置について（「文学論集」第32
巻第3号，昭和58年2月）
山村嘉己
翻訳：ポール・トゥルニェ「苦悩」（ヨルダン社，昭和58年 7月）
ボードレールと音楽 —ボードレー）レ 5 (「書評」 63号，昭和57年12月）
ボードレールと老婆ーボードレール 6(「書評」 64号，昭和58年4月）
ボードレールの韻文詩と散文詩 —ボードレール 7 (「書評」 66号，昭和58年9月）
ボードレールと月 ー一ボードレール 8 (「書評」 67号，昭年58年1月）
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後 記
年末衆議員総選挙のあわただしさに加えて，例年にない大雪に見舞われつ
つある日本列島の住民は，いささか歳末の慌ただしさを忘れて自分たちの生
活の防衛やレジャーにかまけているようにみえるこの頃，「仏語，仏文学，
14号」の「後記」になにをしるすべきかに迷ってしまうのである。日本フラ
ンス語フランス文学会の全国大会が，今秋，盛岡市の岩手大学に開かれた折
のこと， Prof.Raymond Jean (南仏の Aix-en-Provence大学教授）
の講演会に集った会員の熱狂振りは大へんなものであった。そして講演後に
行なわれた質疑応答は，その内容はともかくとして，一切フランス語による
相当長時間の発言（講演者の答えも加えてではあるが）が続いたのである。
勿論それらの質問者は比較的若い人々であったがそれらの堂々としたフラン
ス語の長時間にわたる発言は見事というほかはなかった。語学教育の国際化
がとなえられているこの頃，これらの発言にしめされた若い会員たちの勇気
と能力には気圧されてしまったのである。レイモン・ジャン教授が自分のサ
ルトルの影響下にあっての創作活動（小説「プラーハの春」「注意深い女」
「暗い泉」「裸の河」「写真記憶」などの創作）について，最近15年余の作
家活動と共産党へのかかわり合いについて語った体験談（演題「介入 (in-
tervention)としての小説」）であって，若い人々の興味をかきたてたせい
もあったと思われる。いずれにしても最近の会員の積極性とフランス語によ
る発言能力には目を見はるものがあった。
さて例年のように関西大学仏文学会が12月12日（月）に行なわれた。津川
広行氏の「『地の糧』における例挙の問題ー一そのテーマと対象ーー」，つ
いで野浪嗣生助教授の「モーパッサンの短篇小説について」の二つであった。
前者はジィドの「地の糧」にみられる文体的技法としての列挙の性質とその
対象となる自然物と人間の語り手による扱い方をさまざまな見地に立って分
類整理しつつ，その例挙の方法がもたらす文体的効果を考察したものであっ
た。同氏が演壇で巻紙をほどいたり捲いたりする講演原稿の扱い方の見事さ
にはなかなかのものがあり，会衆の目を惹いたことと想われる。
後者はモーパッサンの1884年ー1886年の間に制作された小説の主題の扱い
方と，その背景（ノルマンデイの田舎とパリ）とモラルのもつ技法を分類し
て，短篇小説というジャンルのもつ特質を明かにしようとしたものであった。
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いずれにしても二つの発表はともに聴衆の耳をうばうものというよりは地味
に徹した長所がみとめられた。
フランス文学科の内部の動きとしては， 1月1日をもって小方厚彦教授が，
大学院文学研究科科長の任を解かれたことを報告することができる。従って
教室員各位の今後の研究努力の向上を期待しつつ筆を欄くこととする。
(1983年12月27日，加藤）
関西大学仏文学会々則
1. 本会は関西大学仏文学会と称し、事務所を関西大学文学部仏文学
科合同研究室に置く。 ＾ 
2. 本会はフランス語・フランス文学に関する研究および発表と、こ
れに関連する事業を行なうことを目的とする。
3. 本会は次の事業を行なう。
1. 機関誌「仏語 仏文学」およびその他の出版物の刊行
2. 研究会・講演会の開催
3. その他本会の目的にかなう事業
4. 本会はその目的に賛同する次の会員をもって構成する。
1. 関西大学文学部仏文学科専任教員
2. 関西大学大学院文学研究科仏文学専攻学生、およびその卒業生
3 関西大学文学部仏文学科学生、およびその卒業生
5. 本会の目的を達成するため会費を納入する。
6. 本会に次の役員を置く。その任期は 1年とし、重任を妨げない。
1. 会長 1 名
2. 委員 若干名
Q, 企画委員
b. 編集委員
c. 庶務•会計委員
会長と委員によって委員会を構成し本会の実務の運用に当り会長
はこれを統括する。
7, 会員は機関誌「仏語仏文学」等の配布をうけ、その他本会のお
こなう事業に参加することができる。
8. 本会の重要事項は総会の議決による。
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